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ｌ
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集
・
「
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纂
」
と
「
注
釈
」

『
日
本
書
紀
』
は
、
養
老
四
年
（
七
二
○
）
に
成
立
し
た
当
初
か
ら
、

翌
五
年
に
行
わ
れ
た
本
書
の
講
義
い
わ
ゆ
る
日
本
紀
講
に
よ
る
訓
読
の
作

業
を
あ
ら
か
じ
め
予
定
し
て
正
格
の
漢
文
体
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
と
も
言

（-）

わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
『
日
本
書
紀
」
の
編
纂
と
い
う
事
業
が
単
に
漢
文

体
白
文
で
の
記
述
と
い
う
段
階
で
完
結
す
る
も
の
で
は
な
く
、
講
書
と
い

う
訓
読
、
注
釈
、
講
義
と
い
っ
た
も
う
一
段
別
の
作
業
を
合
わ
せ
て
初
め

て
完
成
へ
と
向
か
う
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
当
時
の
宮
廷
に
そ
の
編

纂
事
業
の
当
初
か
ら
存
在
し
た
か
ら
で
は
な
い
か
。

そ
し
て
、
そ
の
日
本
紀
講
自
体
は
結
局
、
養
老
度
の
そ
れ
に
よ
っ
て
も

終
結
せ
ず
、
平
安
期
に
ま
た
が
っ
て
弘
仁
度
（
弘
仁
三
年
（
八
一
二
）
開

講
）
、
承
和
度
（
承
和
十
年
（
八
四
三
）
開
講
）
、
元
慶
度
（
元
慶
二
年

（
八
七
八
）
開
講
）
、
延
喜
度
（
延
喜
四
年
（
九
○
四
）
開
講
）
、
承
平
度

（
承
平
六
年
（
九
三
六
）
開
講
）
、
康
保
度
（
康
保
二
年
（
九
六
五
）
開

講
）
と
都
合
七
度
に
渡
っ
て
続
い
た
。

そ
し
て
最
近
の
研
究
で
は
、
こ
の
平
安
期
前
期
に
渡
っ
て
続
い
て
い
っ

た
日
本
紀
講
を
母
胎
と
す
る
言
説
空
間
が
肥
大
化
し
つ
つ
、
様
々
な
方
面

「
見
る
者
」
た
ち
の
集
い

ｌ
日
本
紀
講
の
注
釈
と
編
纂
-
１
１

一
は
じ
め
に

（
氏
文
、
物
語
、
歌
論
な
ど
）
に
影
響
し
て
い
っ
た
状
況
が
問
題
化
さ
れ

（２）

つつある。

そ
し
て
も
ち
ろ
ん
こ
の
日
本
紀
言
説
空
間
の
肥
大
化
、
拡
大
化
に
よ
っ

て
、
日
本
紀
が
そ
の
原
典
の
記
述
を
超
え
て
、
様
々
な
変
奏
を
起
こ
し
て

い
く
こ
の
現
象
は
、
「
中
世
日
本
紀
」
と
呼
ば
れ
る
中
世
に
な
っ
て
多
量

に
産
出
さ
れ
る
異
様
な
姿
に
変
貌
し
た
「
日
本
紀
（
記
）
」
な
る
も
の
の

（３）

世
界
に
連
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
「
変
奏
」
や
「
肥
大
化
」
の
そ
も
そ
も
の
母
胎

で
あ
る
日
本
紀
講
の
な
か
で
は
、
何
が
起
こ
っ
て
い
て
、
何
が
そ
う
し
た

「
変
奏
」
や
「
肥
大
化
」
を
可
能
に
す
る
の
で
あ
る
か
。
い
わ
ば
（
「
宇
宙

論
」
的
比
嚥
で
言
え
ば
）
ビ
ッ
グ
・
バ
ン
の
と
き
の
原
始
宇
宙
の
な
か
で

起
こ
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
は
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ

と
が
多
い
と
言
え
る
。
そ
こ
で
本
稿
は
如
上
の
点
に
つ
い
て
一
定
の
解
明

を目指そ、フと考える。

ま
た
日
本
紀
講
は
主
と
し
て
大
学
寮
と
い
う
学
問
の
官
衙
の
特
に
明
経

道
、
紀
伝
道
と
い
う
漢
籍
の
知
識
に
熟
達
し
た
博
士
、
諸
官
人
、
学
生
た

ち
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
た
（
特
に
元
慶
度
以
降
は
彼
ら
の
日
本
紀
講
へ
の

（４）

全
面
的
な
関
与
が
明
確
と
な
る
）
。
そ
れ
は
「
日
本
書
紀
」
が
正
格
の
漢

中
尾
瑞
樹
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｢見る者」たちの集い

文
体
に
よ
っ
て
書
か
れ
、
漢
籍
の
語
彙
を
多
用
し
て
い
る
こ
と
に
対
し

て
、
彼
ら
の
漢
籍
に
つ
い
て
の
知
識
が
有
用
と
さ
れ
た
こ
と
に
も
よ
る
だ

ろ
う
。
実
際
、
日
本
紀
講
の
講
義
録
で
あ
る
「
日
本
書
紀
私
記
』
（
後
述
）

に
は
、
漢
籍
の
引
用
に
よ
る
説
明
が
多
数
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
後
に
見

る
よ
う
に
、
彼
ら
は
、
ど
、
フ
も
単
に
漢
籍
上
の
知
識
と
い
う
彼
ら
の
専
門

領
域
を
越
境
し
て
異
域
の
「
知
」
に
ま
で
到
達
し
て
い
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
そ
う
し
た
状
況
を
以
下
本
論
に
よ
っ
て
追
跡
し
て
い
こ
う
。

二
養
老
請
書
の
「
音
」
と
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
、

ま
た
は
「
古
」
「
今
」
の
往
還

『
日
本
書
紀
』
は
正
格
の
漢
文
体
で
書
か
れ
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、

こ
れ
を
い
か
に
日
本
語
（
和
語
）
で
読
み
下
す
か
と
い
う
こ
と
が
、
そ
の

成
立
の
始
発
か
ら
問
題
と
な
る
と
い
、
う
こ
と
で
あ
り
、
現
に
そ
の
成
立

（
養
老
四
年
）
の
翌
年
養
老
五
年
（
七
二
二
に
は
『
日
本
書
紀
』
の
訓

読
を
主
体
と
し
た
講
義
が
行
わ
れ
た
。
問
題
の
発
端
は
こ
の
最
初
の
講
書

か
ら
始
ま
る
は
ず
だ
。

こ
の
と
き
の
講
書
に
つ
い
て
は
、
『
釈
日
本
紀
』
「
開
題
」
の
項
所
引
の

「
康
保
二
年
（
九
六
五
）
外
記
勘
申
」
の
「
日
本
紀
講
例
」
中
に
「
養
老

五
年
」
と
見
え
、
国
史
大
系
本
『
日
本
書
紀
私
記
』
甲
本
や
『
釈
日
本

紀
』
所
引
「
公
望
私
記
」
に
断
片
的
に
そ
の
と
き
の
講
義
録
Ⅱ
「
私
記
」

（５）

が残っている。

国
史
大
系
本
「
日
本
書
紀
私
記
」
甲
本
は
弘
仁
三
年
（
八
一
二
）
に
開

講
さ
れ
た
弘
仁
の
日
本
紀
講
の
私
記
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
書
の
傍

注
や
割
注
で
養
老
度
の
も
の
が
引
か
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
『
日
本
書
紀
』
の
「
帝
王
之
」
と
い
う
字
句
に
つ
い
て
は

「
養
老
之
伎
美
乃
」
、
「
石
姫
」
と
い
う
字
句
に
つ
い
て
は
「
養
老
云
以
波

能
比
女
」
な
ど
と
い
う
傍
注
が
あ
る
。
ま
た
傍
訓
等
に
「
養
老
」
あ
る
い

は
「
養
老
説
」
と
付
記
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
『
日
本
書
紀
私
記
』
甲
本

以
外
に
も
『
釈
日
本
紀
』
の
「
秘
訓
」
の
項
に
「
遇
可
美
少
男
養
老
説

云
々
ア
ヒ
ヌ
ル
コ
ト
」
「
蝦
夷
養
老
説
衣
比
須
」
「
努
力
努
力
養
老
弘

仁
等
私
記
此
云
豆
刀
米
」
、
ま
た
古
写
本
の
傍
訓
に
「
度
子
ワ
タ
リ
モ

リ
養
老
」
（
「
前
田
本
仁
徳
紀
即
位
前
紀
」
）
「
底
下
ソ
コ
ッ
シ
タ
ホ

養
老
説
」
（
「
卜
部
兼
夏
本
神
代
紀
下
」
）
「
沈
毅
オ
己
々
シ
養
老
説
」

（
「
ト
部
兼
右
本
綏
靖
紀
」
）
「
姥
津
波
々
津
一
云
意
知
津
養
老
日
本
私

記
」
（
「
ト
部
兼
右
本
開
化
紀
六
年
」
）
「
厚
鹿
文
迄
鹿
文
阿
都
加
夜
佐
加

夜
養
老
」
（
「
卜
部
兼
右
本
景
行
紀
十
二
年
」
）
「
楯
矛
多
々
奈
弥
養

老
」
（
「
卜
部
兼
右
本
成
務
紀
五
年
」
）
「
日
縦
比
乃
多
都
志
養
老
」

（
「
ト
部
兼
右
本
成
務
紀
五
年
」
）
「
日
横
比
乃
与
已
之
養
老
」
（
「
卜
部

兼
右
本
成
務
紀
五
年
」
）
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
養
老
の
講
書
は
基
本
的
に
は

『
日
本
書
紀
』
の
訓
読
を
中
心
に
な
さ
れ
た
も
の
と
の
理
解
が
引
き
出
さ

（６）

れ
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
次
の
よ
う
な
引
用
例
も
あ
る
。
『
日
本
書
紀
』

顕
宗
紀
「
殊
（
起
）
憐
」
の
語
句
に
つ
い
て
は
、

か
た
ち

ａ
起
憐
。
〔
（
中
略
）
養
老
に
云
く
。
東
舞
、
多
舞
豆
舞
也
。
舞
ふ
状
は

あ

る

ゐ

あ

る

た

乍
い
は
居
、
乍
い
は
起
ち
て
舞
ふ
也
・
〕

（
国
史
大
系
本
『
日
本
書
紀
私
記
』
甲
本
、
顕
宗
天
皇
）

と
あ
っ
て
、
「
多
舞
豆
舞
」
と
い
う
訓
読
に
つ
い
て
の
説
明
と
と
も
に
そ

れ
が
今
の
「
東
舞
」
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
「
乍
い
は
居
、
乍
い
は
起

ち
て
舞
ふ
也
」
と
い
う
「
舞
ふ
状
」
、
す
な
わ
ち
舞
い
方
に
つ
い
て
の
説

（７）

明
ま
で
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
多
舞
豆
舞
」
と
い
う
訓
に
付

随
す
る
聴
覚
映
像
の
レ
ク
チ
ャ
ー
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
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り
、
養
老
講
書
の
場
に
お
い
て
は
、
「
訓
」
と
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ラ
イ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
Ⅱ
目
に
見
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
不
可
分
な
も
の
と
し
て
、
同
時

に
提
示
さ
れ
て
い
る
と
い
、
う
こ
と
で
あ
る
雪
フ
。

こ
の
こ
と
は
「
弘
仁
私
記
」
の
序
が
「
其
れ
第
一
、
第
二
両
巻
の
義
、

よ

神
代
の
語
に
縁
り
、
古
質
多
し
。
〔
世
質
に
民
淳
し
て
言
詞
今
に
異
な

る
。
〕
授
受
の
人
、
動
じ
て
詑
謬
の
易
し
〔
説
、
化
也
〕
。
故
に
倭
音
を
以

て
詞
語
を
辨
じ
、
丹
黙
を
以
て
軽
重
を
明
ら
か
に
す
。
」
と
述
べ
て
い
る

こ
と
を
介
在
さ
せ
て
考
え
る
と
分
か
り
や
す
い
。
「
倭
音
を
以
て
詞
語
を

辨
じ
」
と
は
字
句
の
和
訓
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
こ
と
、
「
丹
鮎
を
以

て
軽
重
を
明
ら
か
に
す
」
と
は
寛
平
延
喜
の
頃
の
書
写
と
思
し
き
岩
崎
本

の
朱
点
を
参
照
す
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
「
ヲ
コ
ト
点
」
の
こ
と
で
、
「
ヲ
」

「トキ」「卜」「ハ」「ス」「テ」「コト」「二」「力」「ノ」「ダル」

「トイフ」「リ」「ル」「ナル」「ム」「ヌ」「ョ」「セリ」「モ」「ョ

（８）

リ
」
な
ど
の
送
り
仮
名
を
表
す
朱
点
に
よ
る
符
号
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
日

本
紀
講
の
場
に
お
い
て
は
「
授
受
の
人
」
す
な
わ
ち
教
授
を
す
る
人
（
博

士
）
と
受
講
者
が
そ
れ
ぞ
れ
に
白
文
の
日
本
紀
テ
キ
ス
ト
に
傍
訓
や
ヲ
コ

ト
点
を
付
し
訓
読
文
を
作
成
す
る
こ
と
で
音
声
化
し
て
い
っ
た
。
そ
う
し

た
音
声
化
が
、
「
第
一
第
二
両
巻
」
す
な
わ
ち
「
日
本
書
紀
』
神
代
巻
に

お
い
て
は
、
特
に
「
古
質
」
の
語
が
多
く
、
「
言
詞
今
に
異
な
る
」
た
め

「
訓
謬
」
が
生
じ
て
し
ま
、
う
と
い
、
フ
「
古
」
と
「
今
」
の
ギ
ャ
ッ
プ
の
認

識
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

た
だ
ひ
た
す
ら
に
「
古
質
」
の
語
を
追
求
す
る
の
で
も
な
い
（
そ
ん
な

も
の
が
無
前
提
に
有
り
得
べ
く
も
な
い
が
）
、
「
今
」
と
い
う
時
点
に
立
つ

「
授
受
の
人
」
を
起
点
と
し
て
、
い
か
に
「
古
質
」
を
「
今
」
と
い
う
時

点
か
ら
捉
え
う
る
か
、
言
い
換
え
れ
ば
「
今
」
に
有
る
「
授
受
の
人
」
を

前
提
と
し
て
、
そ
こ
か
ら
い
か
に
し
て
「
古
」
と
「
今
」
の
ギ
ャ
ッ
プ
を

飛
び
越
え
得
る
か
と
い
う
問
題
枠
を
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
た
も
の
が
、
右
記

の
「
弘
仁
私
記
」
序
の
構
文
で
あ
る
と
言
い
得
よ
う
。

い
か
に
し
て
ギ
ャ
ッ
プ
を
飛
び
越
え
得
る
か
。
そ
の
方
法
と
さ
れ
た
の

が
「
倭
音
を
以
て
詞
語
を
辨
じ
、
丹
鮎
を
以
て
軽
重
を
明
ら
か
に
す
」
と

い
う
日
本
紀
テ
キ
ス
ト
の
音
声
化
で
あ
る
。

日
本
紀
講
の
儀
式
次
第
に
つ
い
て
記
し
た
「
西
宮
記
」
巻
十
一
「
読
日

本
紀
事
」
に
は
、

し
よ
う
ふ
く

イ
次
に
講
ず
る
に
当
た
り
て
尚
復
一
人
進
み
て
其
の
座
に
着
す
。
次

ひ
ら

に
博
士
、
尚
復
、
書
を
披
く
。
大
臣
以
下
皆
披
く
。
次
に
尚
復
、
文

を
唱
す
。
〔
一
声
音
、
其
の
体
、
之
を
高
長
に
す
。
〕

と
あ
っ
て
、
傍
線
部
に
は
、
書
紀
が
講
じ
ら
れ
る
に
あ
た
っ
て
、
博
士
の
一

助
手
役
で
あ
る
尚
復
に
よ
る
記
文
の
音
声
化
が
先
ず
第
一
に
な
さ
れ
、
儀
廻

式
の
現
場
に
お
い
て
、
そ
の
こ
と
の
重
視
さ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
し
か
一

も
そ
の
音
声
化
は
．
声
音
、
其
の
体
、
之
を
高
長
に
す
」
と
、
す
な
わ

ち
一
節
ず
つ
、
高
く
長
く
伸
ば
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
特
殊
な
発

声
法
を
要
求
さ
れ
た
。
日
本
紀
講
の
現
場
が
い
か
に
テ
キ
ス
ト
の
音
声
化

と
い
、
フ
問
題
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
か
が
こ
れ
に
よ
っ
て
も
分
か
る
で
あ
る

、『ノ◎し
か
し
そ
の
音
声
化
は
「
今
」
に
立
つ
「
授
受
の
人
」
を
大
前
提
と
す

る
以
上
、
い
か
な
「
古
質
」
の
語
で
あ
っ
て
も
「
今
」
の
時
点
に
お
け
る

「
授
受
の
人
」
に
理
解
さ
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
わ
け
の
わ

か
ら
な
い
「
音
声
」
だ
け
が
飛
び
交
う
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の

あ
た
り
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
、
「
詞
語
を
辨
じ
」
の
「
辨
じ
」
や
「
軽
重
を

明
ら
か
に
す
」
の
「
明
ら
か
に
す
」
と
い
う
表
現
に
託
さ
れ
て
い
る
の
で



｢見る者」たちの集い

あ
ろ
う
。

そ
の
点
に
呼
応
す
る
よ
う
に
『
西
宮
記
」
の
儀
式
次
第
に
お
い
て
も
前

掲
イ
の
直
後
に
、

ロ
次
に
博
士
、
講
読
し
了
い
。

と
続
く
。
実
際
の
儀
式
の
現
場
に
お
い
て
も
即
座
に
博
士
が
そ
の
「
音

声
」
を
「
講
読
」
し
、
意
味
の
あ
る
理
解
可
能
な
も
の
に
変
換
す
る
の
で

ある。「
古
質
」
の
語
の
音
声
が
「
今
」
の
「
授
受
の
人
」
に
お
い
て
理
解
さ

れ
る
と
は
、
そ
の
音
声
が
「
授
受
の
人
」
の
脳
裏
に
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ラ
イ
ズ

さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
も
よ
い
。
つ
ま
り
そ
れ
は
「
古
」
と

「
今
」
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
超
え
て
、
「
古
」
が
「
今
」
と
い
う
時
空
に
あ
る
種

の
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
経
て
現
前
化
さ
れ
て
く
る
と
い
、
う
こ

とである。

先
に
揚
げ
た
『
日
本
書
紀
私
記
』
甲
本
、
顕
宗
紀
「
起
（
殊
）
隣
」
に

つ
い
て
の
養
老
説
は
、
「
釈
日
本
紀
』
所
引
の
「
養
老
私
記
」
で
は
、

ｂ
殊
憐
養
老
私
記
に
曰
く
。
舞
ふ
状
は
。
乍
い
は
立
ち
乍
い
は
居
て

あ
づ
ま

舞
ふ
。
今
の
東
舞
是
也
。

（
『
釈
日
本
紀
』
巻
十
二
、
述
義
八
、
顕
宗
）

と
し
て
お
り
、
「
舞
ふ
状
」
と
と
も
に
「
今
の
東
舞
是
也
」
と
あ
っ
て

「
今
」
が
強
調
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
「
今
」
に
お
け
る
「
東
舞
」

を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
授
受
の
人
」
に
は
「
殊
憐
（
起

憐
）
」
と
い
う
「
古
質
」
の
語
の
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能

と
な
り
、
「
古
」
が
現
前
化
さ
れ
て
く
る
。

ま
た
ａ
と
ｂ
を
比
較
し
て
み
る
と
、
ｂ
に
は
「
多
舞
豆
舞
」
と
い
う

「
訓
」
に
関
す
る
情
報
が
抜
け
て
お
り
、
あ
と
の
情
報
は
順
不
同
で
、
ほ

謂
二
之
濁
一
云
々
。
以
レ
此
案
し
之
。
可
レ
讃
二
美
奈
之
古
比
ト
リ
比
ト
ー

欺
．
〕
」
と
あ
る
も
の
を
、
「
巻
十
五
、
述
義
十
一
、
持
統
」
「
孤
濁
」
の
項

で
は
「
孤
濁
。
〔
私
記
日
。
愚
案
。
礼
王
制
云
。
少
而
無
し
父
者
謂
二
之

孤
一
・
老
而
無
し
子
者
謂
二
之
濁
一
云
々
・
」
と
し
て
い
て
「
秘
訓
」
の
部

に
引
用
し
て
い
た
「
私
記
」
に
は
記
し
て
い
た
傍
線
部
の
訓
釈
部
分
を

「
述
義
」
部
で
は
カ
ッ
ト
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
「
巻
十
五
、
述
義

十
一
、
天
武
下
」
の
「
藺
子
烏
。
〔
私
記
日
。
愚
案
。
十
九
巻
為
二
薦
噴

烏
一
・
今
此
改
レ
噴
為
レ
子
。
可
二
考
求
一
・
〕
」
と
い
う
「
元
慶
私
記
」
を

引
用
す
る
部
分
は
、
ト
部
兼
右
本
「
日
本
書
紀
』
傍
注
所
引
の
「
元
慶
私

ぼ
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
『
釈
日
本
紀
」
が
「
述
義
」
と
い
う
語
義
に

関
す
る
項
目
を
立
て
、
そ
こ
に
ｂ
を
引
用
し
た
た
め
に
「
訓
」
に
関
す
る

部
位
を
省
略
し
た
と
も
、
あ
る
い
は
、
ｂ
の
「
養
老
私
記
」
を
記
し
た
者

が
博
士
の
講
説
し
た
「
訓
」
の
部
分
を
私
意
に
よ
っ
て
省
略
し
た
と
も
考

え
ら
れ
る
が
、
お
そ
ら
く
前
者
で
あ
る
ミ
フ
。
『
釈
日
本
紀
」
編
者
卜
部
兼

方
が
「
述
義
」
の
項
に
「
私
記
」
を
引
用
す
る
に
際
し
て
、
訓
釈
の
部
分

を
省
略
し
て
い
る
例
は
「
巻
十
五
、
述
義
十
一
、
持
統
」
の
「
孤
猫
」
の

項
に
指
摘
出
来
る
。
す
な
わ
ち
同
書
で
「
巻
二
十
二
、
秘
訓
七
、
持
統
」

の
部
「
孤
濁
」
の
項
に
引
用
す
る
「
元
慶
私
記
」
で
は
「
孤
濁
。
〔
私
記

日
。
愚
案
。
礼
王
制
云
。
少
而
無
し
父
者
謂
二
之
孤
一
・
老
而
無
し
子
者

記
」
を
比
校
す
る
に
、
「
愚
案
。
十
九
巻
為
二
薦
噴
烏
一
読
二
阿
止
利
一
・

今
此
改
レ
噺
為
し
子
。
可
レ
考
し
之
」
と
あ
り
、
明
ら
か
に
傍
線
部
の
訓
釈

の
部
分
を
『
釈
日
本
紀
」
が
省
略
し
た
跡
が
読
み
取
れ
る
。
以
上
、
釈
紀

述
義
部
に
は
訓
釈
部
を
省
略
す
る
と
い
う
傾
向
が
指
摘
出
来
る
の
で
あ

つ（》。し
た
が
っ
て
ａ
、
ｂ
の
比
較
も
加
え
て
、
も
と
も
と
の
博
士
の
講
説
は
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特集・「縄纂」と「注釈」

そ
の
よ
う
に
見
て
み
る
と
、
一
般
的
に
「
訓
読
」
の
イ
メ
ー
ジ
だ
け
が

（《ｕＪ）

強
調
さ
れ
る
養
老
講
書
の
な
か
に
あ
っ
て
次
の
よ
う
な
例
が
と
ら
え
か
え

されてくる。

Ｃ
維
履
。
〔
養
老
私
記
に
曰
く
。
朝
廷
の
御
衣
、
御
履
は
破
牌
せ
ず
て

へり。〕

（
『
釈
日
本
紀
』
巻
十
二
、
述
義
八
、
仁
徳
）

．
殉
。
〔
養
老
私
記
に
曰
く
。
徒
死
な
り
。
〕

（
『
釈
日
本
紀
』
巻
十
五
、
述
義
十
一
、
持
統
）

ｅ
陽
神
。
陰
神
。
〔
私
記
に
曰
く
。
問
ふ
。
陰
陽
の
訓
読
何
を
以
て
正

ａ
の
よ
う
に
「
多
舞
豆
舞
」
と
い
う
語
の
音
声
化
を
は
ら
ん
で
お
り
、
そ

れ
と
同
時
に
「
舞
ふ
状
」
や
「
東
舞
」
と
い
う
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ラ
イ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ

つ（》○養
老
の
講
書
に
お
い
て
語
の
音
声
化
と
視
覚
化
は
同
時
か
つ
不
可
分
な

も
の
と
し
て
要
求
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

説
と
為
す
べ
き
哉
。
答
ふ
。
師
説
、
陰
陽
を
読
み
て
雌
雄
と
為
す
。

（
中
略
）
又
公
望
私
記
に
云
く
。
案
ず
る
に
養
老
等
の
説
、
師
説
の

如
き
な
り
。
〕
（
「
釈
日
本
紀
』
巻
十
六
、
秘
訓
一
、
神
代
上
）

Ｃ
の
「
鮭
履
」
に
つ
い
て
『
日
本
書
紀
』
仁
徳
紀
の
原
文
で
は
、
百
姓

の
苦
を
や
わ
ら
げ
る
た
め
に
三
年
間
の
課
役
を
停
止
す
る
こ
と
を
決
定
し

お
ほ
み
そ
お
ほ
み
く
つ
や
つ

さ
ら
つ
く

た
仁
徳
の
宮
廷
に
お
い
て
「
縮
衣
維
履
、
弊
れ
尽
き
ず
は
更
に
為
ら
ず
」

（
『
日
本
書
紀
」
仁
徳
天
皇
四
年
三
月
二
十
一
日
条
）
と
あ
る
の
だ
が
、
こ

三
養
老
講
書
の
注
釈
と
編
纂
の
現
場
へ

れ
は
宮
廷
で
使
用
す
る
と
こ
ろ
の
衣
や
靴
が
破
れ
て
ぽ
ろ
ぽ
ろ
に
な
る
ま

で
は
新
調
し
た
り
は
し
な
い
と
い
う
ふ
う
に
読
め
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
Ｃ
で
は
そ
も
そ
も
朝
廷
の
衣
や
靴
と
い
う
も
の
は
破
損
し
た
り
は

し
な
い
も
の
だ
と
い
う
「
超
訳
」
と
で
も
言
う
べ
き
解
釈
が
提
示
さ
れ

る
。
こ
れ
は
単
純
な
誤
読
の
範
囲
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
仁
徳
紀
の
後
文

お
ほ
と
の
く

を
読
め
ば
実
際
に
破
れ
て
ぽ
ろ
ぽ
ろ
に
な
る
宮
廷
の
描
写
（
「
宮
殿
朽
ち

く

づ

み

く

ら

す

で

む

な

壊
れ
て
、
府
庫
巳
に
空
し
。
」
含
日
本
書
紀
』
仁
徳
天
皇
七
年
九
月
条
）
）

が
登
場
す
る
の
で
あ
る
か
ら
文
脈
を
捉
え
る
な
ら
ば
、
Ｃ
の
よ
う
な
解
釈

は
出
て
く
る
は
ず
が
な
い
。
し
か
し
そ
れ
で
も
な
お
養
老
講
書
で
は
Ｃ
の

よ
う
な
言
説
に
よ
っ
て
朝
廷
の
衣
や
靴
は
破
損
し
な
い
も
の
と
さ
れ
た
。

こ
れ
は
「
仁
徳
朝
」
と
い
う
「
古
」
に
対
す
る
過
剰
な
想
像
力
と
言
っ
て

も
い
い
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
そ
の
想
像
力
に
よ
っ
て
導
き
出
し
て
き

た
解
釈
を
「
今
」
の
受
講
者
達
に
向
け
て
提
示
す
る
と
き
、
物
語
は
我
々

の
想
像
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
あ
る
と
言
っ
て
い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
例
え
ば
仁
徳
の
宮
廷
が
三
年
の
あ
い
だ
課
役
を
や
め
て
も
持
ち
こ
た

え
ら
れ
た
の
は
、
朝
廷
の
物
品
が
そ
も
そ
も
破
損
し
な
い
か
ら
だ
と
い
う

よ
う
に
、
物
語
の
全
体
が
方
向
づ
け
ら
れ
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ

る
。
Ｃ
の
よ
『
フ
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
提
示
が
そ
の
よ
ミ
フ
な
物
語
の
再
規
定
を

行
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

次
に
ｄ
で
あ
る
が
、
前
掲
ａ
、
ｂ
を
参
照
し
て
考
え
れ
ば
、
ｄ
の

「
殉
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
も
最
初
、
博
士
の
講
説
で
は
「
訓
」
が
示
さ

れ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
上
で
「
徒
死
」
と
い
う
語
が
重
ね
ら
れ
る
。
「
徒

死
」
と
は
漢
籍
に
使
わ
れ
る
「
む
だ
死
に
」
と
い
う
意
味
の
漢
語
で

（旧）
あ
る
。
こ
の
「
徒
死
」
と
い
う
語
が
「
訓
」
の
講
説
に
重
ね
ら
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
「
む
だ
死
に
」
と
い
、
フ
イ
メ
ー
ジ
が
重
ね
ら
れ
る
。
「
訓
」
に
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（
『
日
本
書
紀
』
持
統
天
皇
称
制
前
紀
、
朱
鳥
元
年
十
月
三
日
条
）

現
代
人
な
ら
ば
、
こ
の
場
面
、
大
津
皇
子
の
死
に
悲
劇
性
を
感
じ
取

り
、
傍
線
部
に
お
け
る
山
辺
皇
女
の
大
津
に
追
随
し
て
の
殉
死
に
も
そ
の

悲
劇
性
を
重
ね
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
『
懐
風
藻
』
の
「
五
言
。

臨
終
。
一
絶
。
金
烏
西
舎
に
臨
ら
ひ
、
鼓
聲
短
命
を
催
す
。
泉
路
賓
主
無

し
、
此
の
夕
家
を
離
り
て
向
か
ふ
・
」
や
『
万
葉
集
』
巻
四
、
四
一
九
番

た
ま
は

い
は
れ

歌
の
「
大
津
皇
子
、
死
を
被
り
し
時
に
、
磐
余
の
池
の
堤
に
し
て
涙
を
流

し
て
作
ら
す
歌
一
首
。

も
も
づ
た

百
伝
ふ
磐
余
の
池
に
鳴
く
鴨
を
今
日
の
み
見
て
や
雲
隠
り
な
む
。

右
、
藤
原
の
宮
の
朱
烏
の
元
年
の
冬
の
十
月
。
」
な
ど
の
大
津
の
辞
世

の
詩
歌
の
採
録
は
大
津
の
死
に
物
語
的
悲
劇
性
を
読
み
取
っ
て
の
も
の
と

考
察
さ
れ
な
く
も
な
い
。
ま
た
波
線
部
「
見
る
者
皆
歓
秋
く
」
は
場
面
の

よ
る
音
声
化
だ
け
に
よ
っ
て
は
、
分
か
ら
な
か
っ
た
部
分
が
「
徒
死
」
と

い
う
語
の
提
示
に
よ
っ
て
語
の
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ラ
イ
ズ
を
可
能
に
す
る
の
で

あ
る
。
お
そ
ら
く
「
徒
死
」
と
い
う
漢
籍
の
語
彙
に
つ
い
て
は
博
士
や
受

講
者
の
あ
い
だ
で
は
、
共
通
理
解
が
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
漢

籍
の
語
彙
に
よ
っ
て
理
解
が
深
ま
る
と
い
う
問
題
は
、
漢
籍
に
通
じ
て
い

た
大
学
寮
の
官
人
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
た
平
安
期
の
講
書
の
問
題
に
通
底

し
、
か
つ
先
取
り
す
る
も
の
で
あ
る
。

さ
て
ｄ
の
「
殉
」
と
は
「
持
統
天
皇
称
制
前
紀
」
朱
鳥
元
年
十
月
三
日

条
に
、
朝
廷
側
に
よ
っ
て
謀
反
人
と
さ
れ
た
大
津
皇
子
が
捕
ら
え
ら
れ
死

刑
に
処
せ
ら
れ
る
場
面
に
登
場
す
る
語
で
あ
る
。
同
条
は
以
下
。

を
さ
た
い
へ
み
ま
か
ら
し

庚
午
に
、
皇
子
大
津
を
訳
語
田
の
舎
に
賜
死
む
。
時
に
年
二
十
四

雪霊
０

知
皇
女
山
辺
、
髪
を
被

よ

三
る
者
邑
歌
献
く

そ
う
し
た
「
悲
劇
性
」
と
い
う
「
読
み
取
り
」
を
正
当
化
し
な
く
も
な

い
。
し
か
し
養
老
講
書
に
お
け
る
山
辺
皇
女
の
殉
死
す
な
わ
ち
「
殉
」
と

い
う
語
に
対
す
る
評
価
は
「
徒
死
」
す
な
わ
ち
「
む
だ
死
に
」
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
悲
劇
性
を
微
塵
も
感
じ
さ
せ
な
い
解
釈
で
あ
り
、

こ
の
「
徒
死
」
と
い
う
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
提
示
に
よ
っ
て
、
結
局
は
そ
う
し

た
悲
劇
性
を
否
定
し
、
こ
の
記
事
の
全
体
を
ア
ン
チ
悲
劇
の
物
語
と
し
て

構
成
す
る
も
の
だ
ろ
う
。
博
士
に
よ
る
「
殉
」
と
い
う
語
の
「
徒
死
」
と

い
う
注
釈
Ⅱ
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
に
よ
る
再
現
前
化
に
よ
っ
て
、
物
語
全
体
の
方

向
性
ま
で
が
規
定
さ
れ
編
成
さ
れ
て
い
く
さ
ま
を
こ
こ
に
見
る
こ
と
が
出

来る。さて
ｅ
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
養
老
説
」
が
「
公
望
私
記
」
に
「
師

説
の
如
き
な
り
」
と
間
接
的
に
言
及
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
の
で
「
養
老

説
」
の
正
確
な
表
現
に
つ
い
て
は
、
は
か
り
か
ね
る
部
分
も
あ
る
が
、
こ

こ
で
は
と
り
あ
え
ず
「
養
老
説
」
Ⅱ
「
師
説
」
（
傍
線
部
）
と
し
て
考
え

る
と
す
る
と
、
こ
の
と
き
の
「
養
老
説
」
で
は
「
陽
神
」
「
陰
神
」
す
な

わ
ち
イ
ザ
ナ
キ
、
イ
ザ
ナ
ミ
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
「
訓
」
が
「
雌
雄
」

で
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
陽
神
」
Ⅱ
「
雄
神
」
（
「
オ
カ
ミ
」
と
訓
む
と

い
う
こ
と
か
）
「
陰
神
」
Ⅱ
「
雌
神
」
（
同
じ
く
「
メ
カ
ミ
」
か
）
と
読
む

べ
き
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
は
「
オ

カ
ミ
」
「
メ
カ
ミ
」
と
い
う
音
声
化
と
同
時
に
、
「
陽
神
」
「
陰
神
」
が

「
雌
雄
」
と
い
、
フ
、
つ
ま
り
つ
が
い
の
雌
雄
神
で
あ
る
と
い
う
い
さ
さ
か

動
物
的
な
も
の
に
な
ぞ
ら
え
な
が
ら
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
提
示
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
こ
そ
注
目
し
た
い
。

「
陰
陽
」
と
い
、
フ
難
解
で
イ
メ
ー
ジ
し
づ
ら
い
抽
象
概
念
を
「
雌
雄
」

と
い
う
具
体
的
な
も
の
に
置
き
換
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
わ
ば
翻
訳
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し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
化
Ⅱ
現
前
化
を
可
能
に
し
て
い
く
の

である。
す
で
に
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
『
日
本
書
紀
』
の
冒
頭
か
ら
国
生
み
、
神

生
み
の
段
に
か
け
て
は
、
陰
陽
の
二
元
論
が
全
面
的
に
展
開
さ
れ
、
一
つ

（Ⅱ）

の
貫
徹
し
た
モ
チ
ー
フ
を
な
し
て
い
る
。
『
日
本
書
紀
』
で
は
こ
れ
ら
の

段
に
お
い
て
伊
芙
諾
尊
、
伊
芙
骨
尊
と
い
う
固
有
神
名
で
よ
り
も
、
両
神

は
「
陽
神
」
「
陰
神
」
と
い
う
呼
称
で
多
く
呼
ば
れ
国
生
み
、
神
生
み
で

は
こ
の
「
陰
」
「
陽
」
の
交
合
に
よ
る
「
陰
陽
の
理
」
（
神
代
上
、
第
五
段

第
二
の
一
書
）
を
表
現
し
よ
う
と
す
る
。

こ
の
書
紀
冒
頭
に
お
け
る
「
陰
陽
論
」
の
全
面
的
展
開
は
『
易
経
』
繋

辞
上
伝
に
「
陰
陽
測
ら
れ
ざ
る
こ
れ
を
神
と
謂
う
」
（
「
陰
と
な
り
陽
と
な

る
変
化
の
予
測
し
得
な
い
は
た
ら
き
、
こ
れ
が
神
す
な
わ
ち
易
の
神
秘
性

と
よ
ば
れ
る
の
で
あ
る
」
、
岩
波
文
庫
本
『
易
経
』
下
）
と
あ
る
よ
う
に
、

「
陰
陽
」
概
念
そ
の
も
の
の
は
ら
む
不
可
測
性
、
神
秘
性
に
よ
っ
て
当
時

の
受
講
者
に
と
っ
て
も
容
易
に
理
解
し
難
い
も
の
と
考
え
ら
れ
た
も
の

か
、
書
紀
に
は
た
っ
た
一
箇
所
し
か
使
用
さ
れ
な
い
が
（
神
代
上
、
第
四

段
本
文
）
、
博
士
に
よ
っ
て
、
最
も
妥
当
な
翻
訳
語
と
し
て
判
断
さ
れ
た

「
雌
雄
」
と
い
う
概
念
に
よ
っ
て
、
書
紀
冒
頭
が
再
規
定
さ
れ
、
同
時
に

ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
養
老
講
書
で
は
、
博
士
お
よ
び
受
講
者
（
「
授
受
の
人
こ

が
『
日
本
書
紀
』
と
い
う
文
字
化
さ
れ
た
ば
か
り
の
テ
キ
ス
ト
に
覆
蔵
さ

れ
た
深
淵
な
る
「
古
」
と
向
き
合
い
つ
つ
、
そ
れ
を
い
か
に
こ
の
「
今
」

の
講
書
の
場
に
召
喚
し
現
前
化
す
る
か
と
い
う
「
古
」
と
「
今
」
と
の
往

還
の
作
業
を
行
っ
て
い
た
と
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
往
還
の
作
業
の
な
か
で
『
日
本
書
紀
」
と
い
う
文
字
化
さ
れ
た
ば

か
り
の
白
文
の
テ
キ
ス
ト
は
再
規
定
さ
れ
再
編
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
い
わ

ば
そ
こ
で
は
テ
キ
ス
ト
の
注
釈
と
編
纂
（
再
編
成
）
が
同
時
に
有
り
得
た

と
言
う
べ
き
で
あ
る
。

四
延
喜
講
書
の
現
場
へ

「
古
」
と
「
今
」
と
の
往
還
の
作
業
、
「
今
」
へ
の
再
現
前
化
、
そ
う
し

た
こ
と
が
平
安
期
前
期
（
九
、
十
世
紀
）
の
講
書
に
も
引
き
継
が
れ
た
課

題
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
前
掲
「
弘
仁
私
記
」
の
序
に
よ
っ
て
予
想
で
き
る

が
、
こ
こ
で
は
平
安
期
に
入
っ
て
か
ら
の
講
書
に
お
い
て
、
そ
の
課
題
が

実
際
ど
う
な
っ
て
い
っ
た
の
か
を
具
体
的
に
確
認
し
て
み
よ
う
。

そ
う
し
た
視
点
か
ら
「
釈
日
本
紀
』
に
引
か
れ
る
『
日
本
書
紀
私
記
」

を
見
直
し
て
み
る
と
、
「
今
」
の
時
点
か
ら
の
翻
訳
作
業
と
い
う
べ
き

「
今
」
を
強
調
す
る
用
例
の
多
い
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る
。
煩
瓊
に
な
る

の
で
こ
こ
で
は
そ
の
一
部
を
掲
出
す
る
に
留
め
よ
ミ
フ
。

①
羽
輔
。
〔
私
記
に
曰
く
。
問
ふ
。
是
何
物
な
る
哉
。
答
ふ
。
今
の
代

に
鍛
師
用
ふ
る
所
の
吹
皮
て
へ
る
也
。
既
に
金
銅
を
採
り
、
以
て
日

矛
を
作
る
。
故
に
吹
皮
を
用
ふ
る
の
み
。
こ
れ
を
羽
と
謂
ふ
は
、
其

の
風
を
扇
ぐ
こ
と
烏
の
羽
翼
に
相
似
る
を
以
て
の
故
也
。
〕

（
『
釈
日
本
紀
』
巻
七
、
述
義
三
、
神
代
上
）

②
翠
禮
不
平
。
〔
私
記
に
曰
く
。
問
ふ
。
若
し
糞
上
に
坐
さ
ば
、
是
其

の
身
汚
機
た
る
べ
し
。
何
の
故
に
畢
鵠
し
て
病
の
因
た
る
哉
。
答

ふ
。
凡
そ
人
を
詔
は
ん
と
欲
し
時
、
必
ず
糞
を
其
の
坐
に
送
る
こ
と

有
り
。
若
し
其
の
糞
に
染
ま
ら
ば
、
必
ず
憂
病
有
り
。
故
に
日
の

神
、
糞
に
染
ま
る
。
即
ち
病
苦
有
り
。
是
古
の
遣
法
也
。
今
の
代
の

人
の
人
を
詔
は
ん
と
欲
ば
、
亦
放
矢
す
る
こ
と
有
る
は
、
此
に
倣
ふ
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（
『
釈
日
本
紀
』
巻
七
、
述
義
三
、
神
代
上
）

④
韓
鋤
之
劔
。
〔
私
記
に
曰
く
。
問
ふ
。
韓
鋤
の
意
如
何
。
答
ふ
。
其

の
形
鋤
に
似
る
。
故
に
之
を
鋤
と
名
づ
く
。
今
の
世
の
須
岐
也
。
〕

弓
釈
日
本
紀
』
巻
七
、
述
義
三
、
神
代
上
）

⑤
眞
床
追
衾
。
〔
私
記
に
曰
く
。
此
衾
の
名
。
其
の
義
如
何
。
答
ふ
。

衾
は
、
床
に
臥
す
る
の
時
之
を
覆
ふ
物
也
。
眞
は
褒
美
の
辞
也
。
故

に
眞
床
追
衾
と
謂
ふ
。
一
書
の
文
、
追
の
字
を
覆
に
作
る
也
。
訓
読

相
通
ず
る
の
故
、
並
用
す
。
今
の
世
に
太
神
宮
以
下
諸
社
の
神
躰
、

御
衾
を
覆
ひ
奉
る
。
是
其
の
縁
の
み
。
〕

二
釈
日
本
紀
』
巻
八
、
述
義
四
、
神
代
下
）

⑥
天
津
神
離
。
〔
私
記
に
曰
く
。
問
ふ
。
何
物
な
る
哉
。
答
ふ
。
今
の

神
祠
を
謂
ふ
歎
。
又
問
ふ
。
此
比
母
呂
支
と
謂
ふ
。
其
の
義
如
何
。

答
ふ
。
未
だ
詳
ら
か
な
ら
ず
。
〕

含
釈
日
本
紀
』
巻
八
、
述
義
四
、
神
代
下
）

⑦
八
重
席
薦
。
〔
私
記
に
曰
く
。
問
ふ
。
此
何
物
な
る
哉
。
答
ふ
。
今

の
新
嘗
祭
、
神
今
食
の
神
態
の
時
の
神
座
の
八
重
畳
。
之
を
模
す
る

て
へ
る
也
。
〕
（
「
釈
日
本
紀
』
巻
八
、
述
義
四
、
神
代
下
）

⑧
後
手
。
〔
私
記
に
曰
く
。
問
ふ
。
後
手
に
意
有
る
哉
。
答
ふ
。
師
説
。

今
の
世
に
物
を
厭
ひ
し
時
、
必
ず
後
手
を
以
て
す
る
也
・
〕

の
み
。
〕
含
釈
日
本
紀
』
巻
七
、
述
義
三
、
神
代
上
）

③
種
し
識
。
〔
私
記
に
曰
く
。
問
ふ
。
是
何
物
な
る
哉
。
答
ふ
。
是
其

の
識
を
以
て
田
の
中
に
剣
し
立
て
、
兇
誼
の
詞
を
為
す
。
之
を
籔
挿

と
謂
ふ
。
若
し
強
ち
に
其
の
田
を
耕
す
者
有
ら
ば
、
身
遂
に
滅
亡

説
叫
謂
謝
鳴
尊
自
既
鮒
が
事
認
知
副
叫
樅
個
亦
必
恕
為
が
。
割
剛
出。〕

（
「
釈
日
本
紀
』
巻
八
、
述
義
四
、
神
代
下
）

以
上
い
ず
れ
も
神
代
巻
の
用
例
か
ら
拾
っ
て
み
た
（
順
序
は
『
釈
日
本

紀
』
で
の
掲
載
順
と
し
た
。
）
。
そ
こ
に
お
い
て
「
神
代
巻
神
話
」
が
い
か

に
語
り
直
さ
れ
再
編
（
新
た
な
「
編
纂
」
と
言
っ
て
も
い
い
）
さ
れ
て
い

る
か
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
う
。

『
釈
日
本
紀
』
所
引
の
『
日
本
書
紀
私
記
』
は
固
有
名
を
明
記
せ
ず
に

（
引
用
例
の
よ
、
フ
に
）
た
だ
単
に
「
私
記
」
と
だ
け
記
し
て
い
る
も
の
が

多
く
、
こ
れ
ら
が
い
ず
れ
の
時
代
の
「
私
記
」
で
あ
る
の
か
を
識
別
す
る
“（、唯一）

の
は
困
難
で
あ
る
が
、
石
崎
正
雄
の
詳
細
か
つ
綴
密
な
研
究
に
よ
っ
て
、

あ
る
程
度
の
弁
別
が
可
能
と
な
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
ま
ず
氏
の
研
究
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
①
～
⑧
の
「
私
記
」
が
い
つ
の
度
の
も
の
か
措
定
し
て

おきたいと思、フ。

元
慶
私
記
の
場
合
、
「
私
記
に
曰
く
。
愚
実
案
…
…
。
師
説
…
…
。
」

「
私
記
に
曰
く
。
師
説
…
…
。
愚
案
…
…
・
」
な
ど
の
書
式
に
よ
っ
て
書
か

れ
る
。
「
愚
実
案
」
「
愚
案
」
と
は
元
慶
講
書
の
と
き
尚
復
で
あ
っ
た
矢
田

部
名
実
の
こ
と
で
あ
る
．
こ
う
し
た
書
式
は
①
～
⑧
の
い
ず
れ
に
も
当
て

は
ま
ら
ず
、
こ
れ
ら
は
元
慶
度
以
降
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
ま
る
。

そ
し
て
承
平
私
記
の
場
合
、
「
私
記
に
曰
く
。
問
ふ
…
…
。
答
ふ
。
師

説
…
…
・
」
「
問
ふ
…
…
。
答
ふ
。
師
説
…
…
・
」
な
ど
「
答
ふ
。
師
説

…
…
」
と
い
う
書
式
に
特
徴
的
な
も
の
が
あ
る
。
こ
の
書
式
に
当
て
は
ま

る
用
例
は
⑧
で
あ
る
。
⑧
は
お
お
よ
そ
承
平
私
記
で
あ
る
と
認
め
得
よ

、『〃／◎④
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
乾
元
本
日
本
書
紀
裏
書
に
ほ
ぼ
同
文
の
私
記
が

引
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
は
「
公
望
記
に
云
く
」
と
あ
る
の
で
、
④
は
延

喜
講
書
の
時
、
尚
復
で
あ
っ
た
矢
田
部
公
望
の
講
義
ノ
ー
ト
、
い
わ
ゆ
る
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「
延
喜
公
望
私
記
」
で
あ
ろ
う
。

さ
て
残
り
の
用
例
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
「
私
記
に

曰
く
。
問
ふ
…
…
。
答
ふ
…
…
・
」
と
い
う
書
式
に
よ
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
実
は
「
延
喜
公
望
私
記
」
が
「
延
喜
講
記
」
莚
喜
講
書
の
際
の
講
義

（Ｂ）

録
）
を
引
く
時
の
書
式
で
あ
る
。
「
延
喜
公
望
私
記
」
の
『
釈
日
本
紀
』

に
お
け
る
引
用
形
式
は
こ
の
「
延
喜
講
記
」
を
前
記
書
式
で
引
い
た
あ
と

に
「
公
望
私
記
に
曰
く
」
な
ど
と
「
延
喜
講
記
」
に
対
す
る
公
望
の
私
記

を
列
記
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
前
掲
①
、
②
、
③
、
⑤
、
⑥
、

⑦
の
用
例
は
、
「
延
喜
公
望
私
記
」
か
ら
「
延
喜
講
記
」
の
部
分
だ
け
を

抄
記
し
た
も
の
と
ほ
ぼ
認
め
て
よ
い
だ
ろ
う
。

そ
う
す
る
と
⑧
の
承
平
度
の
例
を
除
い
て
、
残
り
は
す
べ
て
延
喜
度
の

日
本
紀
講
の
問
答
の
場
面
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
延
喜
の
時
の
博

士
は
『
康
保
二
年
外
記
勘
申
』
「
日
本
紀
講
例
」
に
よ
れ
ば
「
従
五
位
下

大
学
頭
、
藤
原
春
海
」
で
あ
っ
た
。
大
学
頭
と
は
大
学
寮
の
キ
ャ
リ
ア
上

の
ト
ッ
プ
で
あ
る
。
こ
の
時
の
尚
復
は
「
私
記
」
を
記
し
た
矢
田
部
公
望

で
あ
る
。
日
本
紀
講
の
問
答
の
答
者
は
博
士
で
な
い
場
合
も
あ
る
が
（
尚

復
が
答
え
た
り
も
す
る
）
、
こ
こ
で
は
特
に
何
の
注
記
も
な
く
単
に
「
答

ふ
」
と
あ
る
だ
け
な
の
で
、
こ
れ
ら
の
答
者
は
藤
原
春
海
で
あ
っ
た
と
し

て
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
大
学
寮
の
最
上
階
に
い
る
者
の
「
知
」
が
い
か
な

る
も
の
で
あ
る
の
か
が
、
以
下
で
明
ら
か
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

は
ぶ
き

①
の
場
面
か
ら
見
て
い
こ
う
。
「
羽
輔
」
と
い
う
書
紀
の
語
に
対
し
、

問
者
は
こ
の
語
が
何
物
な
の
か
ま
っ
た
く
想
像
も
つ
か
な
い
。
そ
れ
に
対

ふ
い
ご

し
て
博
士
藤
原
春
海
は
「
今
の
代
に
鍛
師
用
ふ
る
所
の
吹
皮
て
へ
る
也
」

と
「
今
の
代
」
に
あ
っ
て
現
に
鍛
師
が
用
い
て
い
る
「
吹
皮
」
の
イ
メ
ー

ジ
を
取
り
出
し
て
来
る
。
さ
ら
に
そ
の
根
拠
は
「
既
に
金
銅
を
採
り
、
以

ま
た
⑥
「
天
津
神
雛
」
を
「
神
祠
」
、
⑦
の
「
八
重
席
薦
」
を
「
新
嘗

祭
、
神
今
食
の
神
態
の
時
の
神
座
の
八
重
畳
」
と
い
う
「
今
」
の
祭
儀
の

な
か
に
あ
る
も
の
へ
と
翻
訳
す
る
こ
と
で
、
「
今
」
に
お
け
る
祭
儀
の
ヴ

ィ
ジ
ョ
ン
を
書
紀
原
文
の
な
か
に
呼
び
込
ん
で
く
る
。
⑦
の
「
八
重
席

薦
」
は
、
書
紀
原
文
で
は
海
神
の
宮
を
訪
問
し
た
彦
火
火
出
見
尊
が
海
神

に
最
初
に
招
き
入
れ
ら
れ
た
と
き
に
座
っ
た
も
の
で
あ
る
。
原
文
に
は

わ
た
つ
み

や

へ

た

た

み

し

．

ゐ

い

ゐ

し

づ

ま

「
海
神
、
是
に
、
八
重
席
薦
を
鋪
設
き
て
、
延
て
内
る
。
坐
定
り
た
ま
ひ

い

み
こ
こ
ろ

ぬ
る
と
き
に
、
因
り
て
其
の
来
で
ま
せ
る
意
を
問
ふ
」
と
あ
る
だ
け
で
、

ど
こ
に
も
「
新
嘗
祭
」
や
「
神
今
食
」
と
の
回
路
は
見
出
せ
な
い
。
し
か

し
⑦
で
は
あ
く
ま
で
も
「
新
嘗
祭
、
神
今
食
の
神
態
の
時
の
神
座
の
八
重

畳
」
と
い
う
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
導
入
す
る
。
こ
こ
に
書
紀
、
彦
火
火
出
見
の

海
宮
訪
問
誼
は
あ
る
種
の
祭
儀
神
話
と
し
て
、
に
わ
か
に
立
ち
現
れ
た
と

言ってもいいだる『フ。

（Ⅲ）

神
野
志
隆
光
は
、
「
古
代
天
皇
神
話
の
完
成
」
と
い
う
論
稿
の
な
か
で
、

て
日
矛
を
作
る
。
故
に
吹
皮
を
用
ふ
る
の
み
」
と
あ
る
書
紀
の
コ
ン
テ
ク

ス
ト
の
「
読
み
」
Ⅱ
日
矛
の
制
作
過
程
に
よ
っ
て
い
る
。
逆
に
言
え
ば
そ

の
「
読
み
」
に
よ
っ
て
書
紀
原
文
の
な
か
に
（
本
来
の
本
文
中
に
は
な

い
）
「
吹
皮
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
取
り
込
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
博
士
藤
原
春
海
の
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
「
日
本

紀
」
な
る
も
の
は
新
た
な
想
像
の
領
域
を
作
り
出
し
た
と
言
っ
て
よ
い
。

同
様
に
、
④
も
「
韓
鋤
之
劔
」
と
い
う
剣
の
イ
メ
ー
ジ
を
「
其
の
形
鋤

に
似
る
」
「
今
の
世
の
須
岐
也
」
と
「
今
の
世
」
の
鋤
の
形
状
を
提
示
す

る
こ
と
で
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ラ
イ
ズ
し
て
い
こ
う
と
す
る
。

五
祭
儀
、
呪
術
の
「
知
」
と
神
話
の
「
深
度
」
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｢見る者」たちの集い

従
来
の
研
究
史
に
お
い
て
、
記
紀
が
祭
儀
神
話
と
し
て
見
な
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
否
定
し
つ
つ
、
逆
に
『
古
語
拾
遺
』
が
『
日
本
書
紀
」
を
再
構
築

し
な
が
ら
「
全
体
性
を
も
っ
た
テ
キ
ス
ト
含
古
語
拾
遺
」
…
…
引
用
者

注
）
の
、
祭
儀
へ
の
浸
透
が
、
両
者
の
回
路
を
作
り
、
テ
キ
ス
ト
（
実
際

に
は
新
し
い
解
釈
に
お
い
て
作
り
直
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
）
が
祭
儀
を
回
収

し
て
し
ま
う
」
状
況
を
論
じ
て
い
る
。

⑥
、
⑦
に
お
い
て
も
現
在
Ⅱ
「
今
」
と
い
う
時
間
に
お
い
て
「
古
」
Ⅱ

神
話
の
「
天
津
神
雛
」
、
「
八
重
席
薦
」
を
現
前
化
す
る
と
い
う
目
的
の
た

め
に
「
今
」
の
祭
儀
状
況
と
の
回
路
が
開
か
れ
て
く
る
。
そ
の
意
味
で
い

ま
『
古
語
拾
遺
」
と
延
喜
の
日
本
紀
講
は
、
そ
の
方
向
性
に
お
い
て
に
わ

か
に
共
振
し
て
く
る
の
で
あ
る
。

祭
儀
へ
の
回
路
と
い
う
意
味
で
は
⑤
も
そ
の
こ
と
に
準
じ
て
く
る
と
考

え
て
い
い
だ
ろ
う
。

⑤
に
は
天
孫
降
臨
神
話
に
お
い
て
火
瓊
瓊
杵
尊
が
く
る
ま
っ
た
と
い
う

「
眞
床
追
衾
」
を
「
今
の
世
に
太
神
宮
以
下
諸
社
の
神
躰
、
御
衾
を
覆
ひ

奉
る
。
是
其
の
縁
の
み
」
と
す
る
。
今
の
世
に
伊
勢
太
神
宮
以
下
の
諸
社

の
御
神
体
を
覆
い
包
ん
で
い
る
も
の
、
そ
れ
こ
そ
が
「
眞
床
追
衾
」
で
あ

る
と
い
う
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
事
は
書
紀
の
ど
こ
に
も
書
か
れ
て

い
な
い
。
「
其
の
縁
の
み
」
、
そ
の
由
来
と
な
る
も
の
だ
と
い
う
末
尾
の
表

現
に
は
、
「
古
」
と
「
今
」
と
の
断
層
を
飛
び
越
え
、
そ
の
両
者
を
繋
げ

る
回
路
を
い
ま
探
し
て
出
し
て
き
た
の
だ
と
い
う
春
海
の
言
挙
げ
が
う
か

が
え
る
。
「
古
」
と
「
今
」
と
の
往
還
と
い
う
作
業
の
な
か
か
ら
生
ま
れ

て
き
た
新
た
な
「
眞
床
追
衾
」
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。

し
か
し
こ
の
奇
妙
な
説
は
実
態
的
に
も
あ
る
種
の
根
拠
と
言
え
る
も
の

を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（旧）

鎌
倉
後
期
成
立
の
『
大
和
葛
城
宝
山
記
」
に
「
天
津
彦
彦
火
瓊
瓊
杵
尊

な
か
つ
ぐ
に

〈
神
勅
に
日
は
く
、
「
天
杵
尊
を
以
て
中
国
ノ
主
と
為
せ
。
玄
竜
の
車
、

を
ふ
ま
と
こ

追
ノ
真
床
の
縁
の
錦
の
衾
《
今
ノ
世
二
、
小
車
の
錦
ノ
衾
と
称
す
る
は
是ことほ

の
縁
也
》
、
八
尺
流
大
鏡
、
赤
玉
ノ
鈴
、
草
薙
ノ
劔
を
賜
は
り
て
寿

（旧）
ぎ
て
」
と
あ
る
瓊
瓊
杵
尊
に
授
け
ら
れ
る
「
眞
床
追
衾
」
す
な
わ
ち
「
玄

竜
の
車
、
追
ノ
真
床
の
縁
の
錦
の
衾
《
今
ノ
世
二
、
小
車
の
錦
ノ
衾
と
称

す
る
は
是
の
縁
也
》
」
と
叙
さ
れ
る
も
の
は
、
山
本
ひ
ろ
子
に
よ
れ
ば
、

伊
勢
神
宮
遷
宮
の
お
り
に
、
ま
ず
筒
状
の
御
樋
代
に
納
め
ら
れ
、
次
い
で

御
船
代
と
呼
ば
れ
る
箱
状
の
ケ
ー
ス
に
移
し
置
か
れ
る
御
神
体
の
神
鏡
を

覆
い
隠
す
神
の
御
服
に
相
当
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
し
か

も
こ
の
「
眞
床
追
衾
」
（
『
大
和
葛
城
宝
山
記
』
に
は
「
追
ノ
真
床
の
縁
の

錦
の
衾
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
）
を
遷
宮
作
法
の
な
か
で
実
際
に
扱
え
る

者
は
一
禰
宜
、
二
禰
宜
に
限
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
事
情
に
関
し
て
は
「
ま
さ

（〃）

し
く
奉
仕
者
に
し
か
窺
い
知
れ
ぬ
秘
儀
の
作
法
」
で
あ
っ
た
の
だ
。

そ
う
し
て
み
る
と
⑤
の
博
士
藤
原
春
海
の
言
説
は
伊
勢
神
宮
の
最
重
要

祭
儀
で
あ
る
遷
宮
祭
の
作
法
の
最
も
奥
深
い
と
こ
ろ
に
ま
で
届
く
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

祭
儀
の
深
層
と
い
う
こ
と
で
言
え
ば
⑦
に
つ
い
て
も
見
逃
せ
な
い
。

「
新
嘗
祭
」
や
「
神
今
食
」
と
は
天
皇
の
即
位
の
際
の
大
嘗
祭
を
毎
年
繰

り
返
し
た
よ
う
な
も
の
で
（
神
今
食
は
六
月
、
十
二
月
の
二
季
、
新
嘗
祭

は
十
一
月
に
行
わ
れ
る
毎
年
恒
例
の
祭
儀
）
、
そ
の
本
家
本
元
の
大
嘗
祭

の
場
合
「
神
態
の
時
の
神
座
」
の
儀
、
す
な
わ
ち
大
嘗
宮
の
内
陣
（
こ
こ

に
は
新
天
皇
と
陪
膳
采
女
と
呼
ば
れ
る
女
性
し
か
入
れ
な
い
）
に
お
け
る

天
皇
に
よ
る
神
へ
の
神
膳
供
進
の
儀
は
「
神
膳
御
供
進
の
次
第
は
、
天
子

の
御
潅
頂
一
朝
の
重
事
な
れ
ぱ
こ
と
ノ
、
に
秘
事
口
伝
に
あ
ら
ず
と
い
ふ
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特集・「編纂」と「注釈」

（旧）

事
な
し
」
（
ト
部
兼
倶
「
大
嘗
會
神
秘
書
』
）
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
基
本
的

に
は
天
皇
お
よ
び
陪
膳
采
女
し
か
預
か
り
知
る
こ
と
の
出
来
ぬ
「
秘
事
」

で
あ
っ
た
。
⑦
の
言
説
は
そ
の
秘
事
に
関
す
る
事
項
に
ま
で
侵
入
し
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
藤
原
春
海
の
眼
差
し
は
王
権
の
祭
儀
の
最
も
奥
深
い
と

こ
ろ
に
ま
で
届
い
て
い
た
の
だ
。

こ
れ
ら
の
祭
儀
に
ま
つ
わ
る
言
説
の
問
題
は
、
「
古
」
と
「
今
」
と
の

断
層
を
飛
び
越
え
、
俗
な
る
「
今
」
を
聖
な
る
「
古
」
に
少
し
で
も
近
づ

け
る
た
め
に
は
、
「
今
」
に
お
け
る
、
聖
な
る
中
枢
、
王
権
の
祭
儀
の
そ

の
さ
ら
に
森
厳
た
る
深
奥
に
ま
で
立
ち
入
る
必
要
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
て
探
り
当
て
ら
れ
て
き
た
も
の
の
（
本
来
の
書
紀
コ

ン
テ
ク
ス
ト
に
は
な
い
）
新
た
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
か
ら
「
神
話
」
は
あ
る
深

度
を
も
っ
て
「
今
」
に
蘇
り
、
現
前
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

⑧
の
「
後
手
」
は
、
書
紀
原
文
に
海
神
が
鯛
女
の
口
か
ら
探
り
得
た
釣

こ
こ
も
い
ま
し
み
こ
と

り
針
を
以
て
彦
火
火
出
見
尊
に
教
え
た
こ
と
と
し
て
「
此
を
以
て
汝

こ
の
か
み

す
な
は
の
た
ま

お
ほ
ぢ
す
す
の
み
ぢ

の
兄
に
与
へ
た
ま
は
む
時
に
、
乃
ち
称
日
は
ま
く
、
『
大
鉤
、
眼
膀
鉤
、

ま
ぢ
ち
う
る
け
ぢ

の
た
ま
を
は

し
り
へ
で

貧
鉤
、
痴
験
鉤
」
と
の
た
ま
は
む
。
言
ひ
詑
り
な
ぱ
、
後
手
に
投
げ
賜

へ
」
と
ま
う
す
」
含
日
本
書
紀
」
神
代
下
、
第
十
段
、
第
三
の
一
書
）
と

あ
る
。
こ
れ
は
祭
儀
と
い
う
よ
り
も
呪
術
の
分
野
に
関
す
る
用
例
だ
。
こ

こ
に
は
兄
火
酢
芹
命
を
呪
詔
す
る
方
法
が
か
な
り
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る

と
言
っ
て
よ
い
。
そ
れ
に
対
し
て
⑧
の
師
説
、
つ
ま
り
承
平
度
の
博
士
矢

田
部
公
望
の
示
し
た
「
今
の
世
」
の
例
は
書
紀
原
文
の
呪
術
性
を
も
っ
と

俗
化
さ
せ
、
現
代
風
に
後
退
さ
せ
た
よ
う
な
も
の
、
「
今
の
世
に
物
を
厭

ひ
し
時
、
必
ず
後
手
を
以
て
す
る
也
」
す
な
わ
ち
物
を
嫌
っ
た
り
す
る
時

に
、
そ
の
物
を
後
手
で
投
げ
る
こ
と
と
オ
ー
ヴ
ァ
ー
ラ
ッ
プ
さ
せ
る
。

こ
れ
に
比
べ
る
と
②
、
③
の
「
延
喜
講
記
」
で
開
示
さ
れ
る
の
は
、
も

っ
と
生
々
し
く
、
書
紀
原
文
を
超
え
て
描
か
れ
、
な
に
か
特
殊
な
知
識
か

ら
来
て
い
る
と
思
え
る
よ
、
フ
な
事
例
で
あ
る
。

②
の
「
翠
禮
不
平
」
は
、
『
日
本
書
紀
』
神
代
上
、
第
七
段
、
第
二
の

一
言
に
登
場
す
る
語
彙
で
あ
る
。
天
上
に
昇
っ
て
い
っ
た
素
美
鳴
尊
は
天

照
大
神
と
の
ウ
ケ
ヒ
の
あ
と
数
々
の
悪
事
を
働
く
。
そ
の
な
か
に
「
日
神

に
ひ
な
へ
き
こ

お

よ

に
ひ
な
へ
の
み
や
み
ま
し

の
新
嘗
し
め
す
時
に
乃
至
び
て
、
素
斐
鳴
尊
、
則
ち
新
宮
の
御
席
の

ひ

そ

か

く

そ

ま

し
ろ

た

だ

み

ま

し

ゐ

下
に
、
陰
に
自
ら
送
糞
る
。
日
神
知
し
め
さ
ず
し
て
、
径
に
席
の
上
に
坐

み
み
こ
ぞ
や
く
さ

た
ま
ふ
。
是
に
由
り
て
、
日
神
、
体
挙
り
て
不
平
み
た
ま
ふ
（
こ
の
部
分

原
文
「
翠
レ
鎧
不
平
」
…
…
引
用
者
注
）
」
と
あ
る
。
こ
の
く
だ
り
に
つ

い
て
、
間
者
は
次
の
よ
う
に
疑
っ
た
。
「
単
に
素
芙
鳴
尊
の
送
っ
た
糞
上

に
座
っ
た
だ
け
な
ら
ば
、
そ
の
身
が
汚
れ
る
だ
け
で
は
な
い
か
。
な
ん
で

こ
れ
が
重
篤
の
病
の
原
因
た
り
得
る
の
か
」
。
こ
れ
に
対
し
博
士
藤
原
春

海
は
次
の
よ
う
に
答
え
た
。
「
お
よ
そ
人
を
呪
誼
し
よ
う
と
す
る
時
、
必

ず
糞
を
そ
の
人
の
座
ろ
う
と
す
る
座
上
に
送
る
こ
と
が
有
る
。
そ
し
て
も

し
も
そ
の
人
が
そ
の
糞
に
染
ま
る
よ
う
な
こ
と
が
有
れ
ば
、
必
ず
憂
病
に

陥
る
。
そ
れ
だ
か
ら
、
こ
の
場
合
の
日
神
も
糞
に
染
ま
っ
た
の
で
、
病
苦

に
陥
っ
た
の
で
あ
る
。
是
は
古
か
ら
今
に
伝
わ
る
呪
記
法
で
あ
る
」
。
書

紀
原
文
に
は
こ
の
素
菱
鳴
尊
の
行
為
が
呪
詔
で
あ
る
と
は
、
ど
こ
に
も
明

記
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
こ
の
問
者
の
よ
、
フ
な
疑
問
が
生
じ
る
わ
け
で

あ
る
が
、
博
士
春
海
は
問
者
の
知
ら
な
い
呪
誼
の
方
法
に
つ
い
て
の

「
知
」
を
披
瀝
し
、
そ
の
「
知
」
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
か
ら
天
照
大
神
が
病

苦
に
陥
っ
た
理
由
を
解
明
し
て
見
せ
る
。
さ
ら
に
春
海
は
続
け
て
、
「
今

の
代
に
も
人
が
人
を
呪
記
し
よ
う
と
す
る
時
に
は
、
矢
を
放
っ
た
り
す
る

こ
と
が
あ
る
の
は
、
此
の
神
代
の
故
事
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
」
と
、
さ

ら
な
る
「
今
の
代
」
の
呪
記
法
に
つ
い
て
の
「
知
」
を
披
瀝
す
る
。
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｢見る者」たちの集い

延
喜
の
博
士
藤
原
春
海
な
る
人
物
は
呪
記
法
と
い
う
な
に
か
秘
密
め
い

た
裏
世
界
と
い
う
べ
き
呪
術
の
「
知
」
の
奥
深
い
部
分
に
ま
で
書
紀
講
読

と
い
う
職
役
の
な
か
で
踏
み
込
ん
で
し
ま
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た

か
。
そ
の
あ
た
り
の
事
情
は
さ
ら
に
③
の
論
述
を
通
し
て
も
窺
う
こ
と
が

出来る。
③
の
「
種
し
識
」
に
つ
い
て
は
『
日
本
書
紀
』
神
代
上
、
第
七
段
、
第

三
の
一
書
に
、
同
じ
く
素
菱
鳴
尊
の
天
上
で
の
悪
事
に
つ
い
て
語
る
部
分

ね

た

な

れ

の

み

こ

と

み

た

や

ぶ

ひ

は

が

ち

み

ぞ

に
、
「
素
美
鳴
尊
、
妬
み
て
姉
の
田
を
害
る
。
春
は
廃
渠
槽
、
及
び
埋

う

め

あ

は

な

ち

し

き

ま

き

く
し
ざ
し
う
ま
ふ
せ

溝
、
穀
畔
、
又
重
播
種
子
す
。
秋
は
棚
顯
封
し
、
馬
伏
す
。
凡
て
此
の
悪
し

わ

ざ

か

つ

や

き
事
、
曾
て
息
む
時
無
し
」
と
出
て
く
る
（
傍
線
部
）
。
こ
の
「
種
し
識
」

に
つ
い
て
、
実
態
的
に
は
ど
ん
な
行
為
な
の
か
皆
目
分
か
ら
な
い
間
者
は

「
そ
れ
は
ど
ん
な
物
な
の
で
す
か
」
と
問
う
。
博
士
藤
原
春
海
は
次
の
よ

う
に
答
え
る
。
「
こ
れ
は
そ
の
識
を
田
の
中
に
挿
し
立
て
て
、
呪
誼
の
言

葉
を
つ
ぶ
や
く
こ
と
を
請
う
の
で
あ
る
。
そ
ミ
フ
し
て
お
い
て
、
も
し
も
強

い
て
そ
の
田
を
耕
作
し
よ
う
と
す
る
者
が
有
れ
ば
、
そ
の
者
の
身
は
最
後

に
は
滅
亡
す
る
の
で
あ
る
。
素
菱
鳴
尊
は
自
ら
こ
の
事
を
知
っ
て
い
た
。

だ
か
ら
こ
の
行
為
を
為
し
た
の
で
あ
る
。
今
の
世
に
も
し
も
相
争
っ
て
い

る
田
が
有
れ
ば
、
や
は
り
識
を
立
て
る
。
こ
れ
は
そ
う
し
た
意
味
（
呪
記

法
）
で
す
る
の
で
あ
る
」
と
。

「
極
し
識
」
が
田
の
中
に
識
を
挿
し
立
て
る
行
為
で
あ
る
こ
と
は
書
紀

原
文
の
「
妬
み
て
姉
の
田
を
害
る
。
春
は
廃
渠
槽
、
及
び
埋
溝
、
穀
畦
、

又
重
播
種
子
す
」
な
ど
の
田
に
関
す
る
侵
害
行
為
の
内
容
か
ら
類
推
出
来

る
と
し
て
、
そ
の
田
の
そ
ば
で
呪
詔
の
言
葉
を
つ
ぶ
や
く
（
③
傍
線
部
）

と
い
う
よ
う
な
生
々
し
い
呪
記
法
の
場
面
な
ど
は
書
紀
原
文
を
超
え
た
説

明
で
あ
る
。
そ
れ
が
博
士
春
海
の
「
今
の
世
」
に
お
け
る
呪
誼
法
に
関
す

る
「
知
」
に
由
来
す
る
こ
と
は
③
波
線
部
の
論
説
か
ら
分
か
る
で
あ
ろ

う
。
博
士
春
海
は
こ
の
呪
記
法
の
か
な
り
踏
み
込
ん
だ
「
奥
義
」
と
で
も

呼
べ
る
よ
う
な
部
分
に
通
じ
て
い
た
。
そ
う
し
た
気
配
す
ら
感
じ
さ
せ
る

の
が
③
の
論
説
な
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
博
士
春
海
の
「
種
し
識
」
に
つ

い
て
の
そ
の
よ
う
な
具
体
的
な
呪
記
法
に
関
す
る
「
知
」
の
側
か
ら
書
紀

の
ス
ト
ー
リ
ー
は
③
破
線
部
の
よ
う
に
肥
大
化
さ
せ
ら
れ
て
い
く
。
書

紀
、
第
七
段
、
第
三
の
一
書
前
掲
文
の
あ
と
に
は
、
天
照
大
神
の
「
天
石

窟
」
閉
居
の
場
面
が
続
く
が
、
そ
れ
を
天
照
大
神
の
身
の
「
滅
亡
」
や
、

そ
う
し
た
「
滅
亡
」
に
至
ら
せ
る
た
め
の
呪
誼
法
の
「
知
」
に
素
菱
鳴
尊

が
通
じ
て
い
た
な
ど
と
い
、
う
こ
と
は
、
書
紀
そ
れ
自
体
の
語
る
内
容
を
遙

か
に
超
出
す
る
も
の
だ
ろ
う
。

そ
れ
は
呪
記
法
と
い
う
ま
が
ま
が
し
い
裏
世
界
の
「
知
」
の
な
か
か
ら

「
神
話
」
が
新
た
な
「
深
度
」
を
獲
得
し
て
い
く
、
そ
の
よ
う
な
瞬
間
で

あ
る
。
こ
の
と
き
書
紀
神
代
巻
神
話
は
呪
術
の
た
め
の
実
践
テ
キ
ス
ト
に

変
成
し
た
と
言
っ
て
も
よ
い
。

「
古
」
と
「
今
」
と
の
断
層
を
飛
び
越
え
よ
う
と
す
る
こ
と
、
そ
れ
が

以
上
見
て
き
た
日
本
紀
講
の
注
釈
行
為
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
の

注
釈
行
為
の
な
か
で
延
喜
の
博
士
藤
原
春
海
は
、
祭
儀
や
呪
術
の
深
奥
な

る
「
知
」
の
世
界
に
ま
で
踏
み
込
み
、
そ
の
知
的
世
界
の
側
か
ら
書
紀
神

代
巻
神
話
に
新
た
な
「
深
度
」
を
与
え
つ
つ
、
そ
の
全
体
に
つ
い
て
再
構

築
Ⅱ
再
編
纂
し
て
い
っ
た
の
だ
。
そ
し
て
そ
の
「
知
」
は
大
学
寮
と
い
う

漢
学
の
府
の
領
野
の
一
般
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
超
出
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

藤
原
春
海
の
「
神
話
」
注
釈
十
再
編
纂
の
営
為
は
も
は
や
呪
術
に
つ
い
て

の
「
神
学
」
と
で
も
呼
び
得
る
よ
う
な
、
そ
の
よ
う
な
「
知
」
の
領
域
に

ま
で
到
達
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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特集・「編纂」と「注釈」

注
（
１
）
岩
橋
小
彌
太
「
日
本
紀
私
記
考
」
（
『
上
代
史
籍
の
研
究
』
吉
川
弘

文館、一九五六）。

（
２
）
神
野
志
隆
光
「
古
代
天
皇
神
話
の
完
成
」
（
『
国
語
と
国
文
学
」
七

三
・
二
、
一
九
九
六
・
十
一
）
津
田
博
幸
「
日
本
紀
講
と
先
代
旧

事
本
紀
」
亀
日
本
文
学
』
四
六
・
一
○
、
一
九
九
七
・
一
○
）
津
田

博
幸
「
日
本
紀
講
の
知
」
亀
古
代
文
学
』
三
七
、
一
九
九
八
・
三
）

神
野
志
隆
光
「
神
話
の
思
想
史
・
覚
書
ｌ
「
天
皇
神
話
」
か
ら

「
日
本
神
話
」
へ
」
（
『
万
葉
集
研
究
」
二
二
、
塙
書
房
、
一
九
九

八
・
七
）
神
野
志
隆
光
「
「
日
本
紀
」
と
『
源
氏
物
語
」
」
亀
国
語
と

国
文
学
』
七
五
・
二
、
一
九
九
八
・
十
一
）
な
ど
参
照
。

（
３
）
「
中
世
日
本
紀
」
に
つ
い
て
は
す
で
に
多
く
の
研
究
史
が
蓄
積
さ

れ
て
き
て
い
る
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
原
克
昭
「
〈
中
世
日
本
紀
〉

研
究
史
ｌ
附
・
研
究
文
献
目
録
抄
」
（
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」

六
四
・
三
、
一
九
九
九
・
三
）
参
照
。

（
４
）
関
晃
「
上
代
に
紗
け
る
日
本
書
紀
講
読
の
研
究
」
（
『
史
学
雑
誌
」

一
九
四
三
・
十
二
）
参
照
。
ま
た
橋
本
不
美
男
は
元
慶
度
以
降
、
明

経
・
紀
伝
二
道
の
も
の
が
博
士
・
都
講
と
な
り
、
日
本
紀
テ
キ
ス
ト

が
大
学
寮
か
ら
進
ぜ
ら
れ
る
状
況
に
鑑
み
、
こ
の
頃
、
日
本
紀
講
を

大
学
寮
に
所
管
せ
し
め
、
『
日
本
書
紀
』
も
大
学
寮
の
教
科
書
と
す

る
措
置
が
生
じ
た
と
推
定
す
る
。
橋
本
不
美
男
『
王
朝
和
歌
史
の
研

究
」
「
日
本
紀
寛
宴
和
歌
」
参
照
。

（
５
）
養
老
五
年
講
書
に
つ
い
て
は
、
武
田
祐
吉
や
太
田
晶
二
郎
の
よ
う

に
か
つ
て
は
そ
の
存
在
そ
の
も
の
を
否
定
し
た
論
者
も
い
た
が
（
武

田
祐
吉
『
上
代
日
本
文
学
史
』
外
編
、
太
田
晶
二
郎
「
上
代
に
紗
け

る
日
本
書
紀
講
究
」
（
『
本
邦
史
学
史
論
叢
』
上
巻
（
富
山
房
、
一
九

三
九
）
）
）
、
い
ま
で
は
開
講
の
事
実
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ

承
認
さ
れ
て
い
る
。

（
６
）
な
お
大
野
晋
に
よ
れ
ば
、
以
上
引
用
例
の
仮
名
遣
は
す
べ
て
奈
良

時
代
の
古
語
と
し
て
自
然
で
あ
り
、
奈
良
時
代
成
立
の
表
記
と
し
て

認
め
て
よ
い
と
い
う
。
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
本
『
日
本
書
紀
」

上
「
解
説
」
参
照
。

（
７
）
こ
こ
の
と
こ
ろ
現
行
書
紀
に
は
「
殊
憐
〔
殊
憐
を
、
古
に
立
出
燐

と
謂
ふ
。
立
出
、
此
を
ば
陀
豆
豆
と
云
ふ
。
憐
ふ
状
は
、
乍
い
は
起

ち
乍
い
は
居
て
侭
ふ
な
り
。
〕
」
と
い
う
分
注
が
あ
っ
て
、
す
で
に
養

老
説
と
重
な
る
部
分
（
傍
線
部
）
を
含
む
が
、
石
崎
正
雄
は
、
私
記

甲
本
ａ
「
起
憐
」
の
傍
書
に
「
立
出
舞
」
、
「
乍
坐
乍
立
舞
也
」
と
い

う
記
載
が
あ
り
、
こ
れ
ら
と
現
行
書
紀
分
注
と
の
先
後
関
係
を
問
題

に
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
氏
は
「
紀
に
は
「
古
謂
之
立
出
舞
」
と

「
古
」
が
附
加
さ
れ
て
い
る
の
で
甲
本
よ
り
後
に
記
し
た
如
く
で
あ

る
」
「
書
紀
の
本
註
を
甲
本
が
再
記
す
る
の
は
常
識
的
に
は
お
か
し

い
」
「
「
養
老
云
…
…
」
の
文
を
見
る
と
書
紀
分
註
が
少
な
く
と
も
養

老
説
を
含
ん
で
い
る
と
云
え
る
」
な
ど
諸
点
を
挙
げ
て
、
最
終
的
に

現
行
書
紀
の
「
殊
憐
」
に
関
す
る
分
注
を
『
日
本
書
紀
私
記
」
甲
本

か
ら
の
後
補
で
あ
る
と
論
証
し
て
い
る
。
い
ま
石
崎
氏
の
見
解
に
従

い
「
舞
ふ
状
」
に
つ
い
て
の
説
明
は
養
老
講
書
に
お
い
て
初
め
て
現

れ
た
も
の
と
理
解
し
て
お
く
。
石
崎
正
雄
「
釈
日
本
紀
に
引
く
日
本

書
紀
私
記
（
上
）
」
亀
日
本
文
化
』
三
九
、
一
九
六
一
・
三
）
参
照
。

（
８
）
岩
崎
本
の
ヲ
コ
ト
点
に
つ
い
て
は
大
野
晋
前
掲
注
（
６
）
論
文
参

照。

（
９
）
岩
橋
小
彌
太
注
（
１
）
論
文
、
石
崎
正
雄
注
（
７
）
論
文
参
照
。
ま
た

最
近
の
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
「
特
集
日
本
紀
の
享
受
ｌ
古

代
か
ら
近
代
へ
」
（
六
四
・
三
、
一
九
九
九
・
三
）
で
も
「
最
初
の

養
老
五
年
の
場
合
は
講
書
と
い
う
よ
り
披
露
に
近
く
」
（
増
尾
伸
一
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｢見る者」たちの集い

［
主
要
引
用
資
料
典
拠
］
『
日
本
書
紀
』
Ⅱ
岩
波
古
典
文
学
大
系
本
、
『
西
宮

記
』
Ⅱ
新
訂
増
補
故
実
叢
書
本
、
『
釈
日
本
紀
』
Ⅱ
新
訂
増
補
国
史
大
系
本
。

な
お
『
西
宮
記
』
『
釈
日
本
紀
」
に
つ
い
て
は
原
漢
文
を
私
に
読
み
下
し
た
。

［
付
記
］
な
お
、
本
稿
は
平
成
十
一
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ

る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
Ⅳ
）
山
本
ひ
ろ
子
「
神
話
と
呪
物
の
構
想
力
１
１
中
世
伊
勢
神
宮
の
隠

さ
れ
た
神
を
め
ぐ
っ
て
」
亀
思
想
」
八
○
七
、
一
九
九
一
・
九
）

（
肥
）
田
中
初
夫
編
『
践
鮓
大
嘗
祭
』
資
料
編
（
木
耳
社
、
一
九
七
五
）

所収。

（
咽
）
石
崎
正
雄
注
（
岨
）
論
文
参
面

（
Ｍ
）
神
野
志
隆
光
注
（
２
）
論
文
。

（
巧
）
日
本
思
想
大
系
『
中
世
神
華

（
賂
）
日
本
思
想
大
系
『
中
世
神

郎
「
奈
良
・
平
安
初
期
の
〈
日
本
紀
〉
と
そ
の
周
辺
」
）
弓
釈
日
本

紀
』
の
開
題
の
「
康
保
二
年
（
九
六
五
）
外
記
勘
申
」
に
は
、
奈
良

時
代
の
養
老
五
年
（
七
二
一
）
に
も
行
わ
れ
た
と
あ
る
が
、
こ
の
講

筵
は
、
前
年
に
成
立
し
た
「
書
紀
」
の
披
露
が
目
的
で
、
読
み
解
く

こ
と
は
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
」
（
木
越
隆
「
日
本
紀
講
筵
と

『
日
本
紀
寛
宴
和
歌
」
」
）
と
い
う
認
識
が
見
え
る
。

（
帥
）
諸
橋
轍
次
『
大
漢
和
辞
典
』
巻
四
、
八
七
一
頁
参
照
。

（
Ⅱ
）
神
野
志
隆
光
『
古
事
記
と
日
本
書
紀
ｌ
「
天
皇
神
話
」
の
歴

史
』
第
五
章
（
講
談
社
、
一
九
九
九
）
参
最
。

（
、
）
石
崎
正
雄
「
釈
日
本
紀
に
引
く
日
本
書
紀
私
記
（
一
）
～
（
八
）
」

（
『
日
本
文
化
』
三
九
～
四
六
、
一
九
六
一
・
三
～
一
九
六
七
・
三
）

収
◎ （『日本文化』三九～四六、

石崎正雄注（岨）論文参照。

日
本
思
想
大
系
『
中
世
神
道
論
』
「
解
説
」
参
照
。

日
本
思
想
大
系
『
中
世
神
道
論
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
七
）
所
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